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研究室ホームページ：http://hpc.iic.hokudai.ac.jp/

通信回避型行列計算アルゴリズム
─大規模並列計算機に適したアルゴリズムの研究・開発─

■研究の内容

　大規模な並列計算機を用いた並列処理では、演算時間よりもデータ通信の時間が重要になる
ことが多々あります。特に、通信のレイテンシ（通信するデータ量に関わらず生じるコスト）
の大きさが問題となっており、通信回数を削減すること（通信回避）が強く求められています。
我々は、通信回避の視点から、既存の行列計算アルゴリズムを見直し、通信回数を削減した、
大規模並列計算機向けの新しいアルゴリズムの研究・開発を進めています。
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■応用例

・�並列計算機を用いたシミュレーションや
データ分析などで、行列計算（例：固有
値・特異値計算）を必要とするもの全般。

■産業界へのアピールポイント

　本研究テーマや並列計算機に限らず、行列計算全
般に関して、お困りの点に関するご相談や既存ライ
ブラリのご紹介などが可能です。

我々が開発した通信回避型の行列計算（QR 分解）アルゴリズム：
理化学研究所の京コンピュータを使用した性能評価結果により有効性を確認。
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大規模並列計算機の普及とともに、並列計算に伴う通信時間の削減の
重要性が増しています。本研究では、通信回避（Communication 
Avoiding）と呼ばれるアプローチにより、行列計算アルゴリズムの性
能を向上させることを目指しています。

※お問い合わせは 北海道大学 産学 ･ 地域協働推進機構まで（最終ページ参照）
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